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グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
ツ
ー
ル

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
と
い

う
と
、
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
に

よ
る
語
学
力
の
向
上
や
、
国
際
的
に

通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
を
得
て
海

外
大
学
へ
の
進
学
が
有
利
に
な
る
な

ど
の
側
面
に
目
が
行
き
が
ち
で
あ
る

が
、
文
部
科
学
省
の
着
眼
点
は
そ
れ

に
留
ま
ら
な
い
。
同
省
大
臣
官
房
国

際
課 

国
際
協
力
企
画
室 

室
長
補
佐 

佐
々
木
邦
彦
氏
は
、「
我
々
が
注
目

し
た
の
は
教
育
の
中
身
そ
の
も
の
」

と
話
す
。

　

Ｉ
Ｂ
教
育
は
、「
探
求
す
る
人
」「
考

え
る
人
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
人
」
な
ど
10
項
目
の
学
習
者

像
（
図
表
１
）
に
沿
っ
た
形
で
、
協

働
型
・
課
題
解
決
型
・
探
求
型
・
体

験
型
と
い
っ
た
特
色
あ
る
学
び
を
展

開
す
る
。

　

文
科
省
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｂ
の

学
び
方
が
「『
生
き
る
力
』
を
育
む

と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
新
学
習
指
導

要
領
の
目
指
す
方
向
と
軌
を
一
に
す

る
と
同
時
に
、
21
世
紀
の
社
会
で
求

め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
通
じ
る
有
益
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
に

な
る
」（
文
科
省
・
佐
々
木
氏
）
と

見
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
実
践
校
２
０
０
校
を
目
指
す

狙
い
は
、「
１
つ
は
、
日
本
の
高
校

教
育
の
多
様
化
で
す
。
も
う
１
つ
は
、

実
践
校
で
得
ら
れ
た
エ
ッ
セ
ン
ス
は

そ
こ
で
閉
じ
る
の
で
は
な
く
、
波
及

効
果
と
し
て
他
の
学
校
の
参
考
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
は
、

日
本
の
高
校
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
革
に
も
つ
な
が
る
」
と
文
科
省
・

佐
々
木
氏
は
説
明
す
る
。

　

Ｉ
Ｂ
実
践
校
の
拡
大
は
、
一
部
の

エ
リ
ー
ト
教
育
に
留
ま
ら
な
い
、
高

校
教
育
す
べ
て
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
ま
で
見
据
え
て
い
る
の
だ
。

国
際
的
な
大
学
受
験
資
格

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
は
、

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
（
Ｉ
Ｂ
Ｏ
、

本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
）
が
実
施
す
る
国

際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
齢
ご
と
に
分
け

ら
れ
、
３
～
12
歳
向
け
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
・
イ
ヤ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ

Ｙ
Ｐ
）、
11
～
16
歳
向
け
の
ミ
ド
ル
・

イ
ヤ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ｙ
Ｐ
）、

16
～
19
歳
向
け
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
の
３
つ
が
あ
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｏ
の
認
定
を
受
け
た
認
定
校

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
、
最
終
試

験
を
経
て
、
45
点
満
点
中
24
点
以
上

を
取
る
と
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格

（
Ｉ
Ｂ
デ
ィ
プ
ロ
マ
）
が
取
得
で
き

る
。
Ｉ
Ｂ
デ
ィ
プ
ロ
マ
は
、
世
界
約

２
０
０
０
大
学
に
お
い
て
、
大
学
入

試
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
、
Ｉ
Ｂ
認
定
校
は
全
世
界
で

増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
３
年
11

月
現
在
、
３
６
７
１
校
を
数
え
る
。

そ
の
う
ち
日
本
国
内
の
認
定
校
は
27

校
。
そ
の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
、
一
条
校
（
学
校
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図表１　IBを学ぶ人間像
Inquirers 探究する人
Knowledgeable 知識のある人
Thinkers 考える人
Principled 信念のある人
Open-minded 心を開く人
Caring 思いやりのある人
Risk-takers 挑戦する人
Balanced バランスのとれた人
Reflective 振り返りができる人
Communicators コミュニケーションできる人
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保
す
る
の
か
？

　
「
Ｉ
Ｂ
認
定
校
は
全
世
界
で
３
５ 

０
０
校
程
度
で
す
か
ら
、
Ｉ
Ｂ
の
教

員
資
格
取
得
者
は
そ
れ
ほ
ど
い
ま
せ

ん
。
大
半
の
ケ
ー
ス
で
は
、
そ
の
教

科
で
の
業
績
な
ど
を
元
に
採
用
し
て

か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し

て
資
格
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
か
な
り
日
数
が
か
か

り
ま
す
」（
玉
川
学
園
・
髙
島
氏
）

　

同
学
園 

学
園
教
学
部
次
長 

中
谷

晴
彦
氏
は
、
外
国
人
教
員
を
受
け
入

れ
る
際
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
。

　
「
外
国
人
教
員
が
日
本
の
社
会
や

日
本
型
学
校
の
シ
ス
テ
ム
に
馴
染
む

か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
日
本
型
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス

タ
イ
ル
が
彼
ら
に
と
っ
て
は
不
透
明

な
も
の
に
映
り
、
何
で
も
明
文
化
を

求
め
る
彼
ら
と
の
間
で
理
解
に
齟
齬

が
生
じ
や
す
い
と
い
う
問
題
で
す
。

日
本
語
が
話
せ
る
か
ら
理
解
で
き
る

と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
あ
た
り
で
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は

現
実
問
題
と
し
て
あ
り
ま
す
」

　

日
本
語
Ｄ
Ｐ
で
も
、
外
国
人
教
員

は
必
要
に
な
る
。
心
構
え
と
し
て
留

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

費
用
面
で
の
ハ
ー
ド
ル
も
高
い
。

教
育
法
第
１
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

学
校
）
は
、
ま
だ
７
校
に
留
ま
る
。

　

Ｐ
Ｙ
Ｐ
と
Ｍ
Ｙ
Ｐ
は
母
国
語
で
の

授
業
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｐ

の
基
本
言
語
は
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
に
限
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
Ｉ
Ｂ
Ｏ
と
の

協
議
で
、
Ｄ
Ｐ
の
一
部
科
目
の
授
業

と
試
験
を
、
英
語
に
加
え
て
日
本
語

で
も
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

２
０
１
５
年
の
実
施
に
向
け
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
言
語
の
ハ
ー
ド
ル
が
下

が
っ
た
こ
と
で
、
今
後
、
認
定
校
の

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
本
語
Ｄ
Ｐ
（
日
本
語
デ
ュ

ア
ル
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
デ
ィ
プ
ロ
マ
）
に

つ
い
て
は
後
半
で
詳
述
す
る
。

Ｉ
Ｂ
を
実
践
す
る
玉
川
学
園

　

実
際
に
Ｉ
Ｂ
認
定
校
を
目
指
す
際

に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の

か
？　

認
定
校
の
玉
川
学
園
（
東
京

都
）
を
取
材
し
た
。　

　

玉
川
学
園
は
、
２
０
０
７
年
４
月

か
ら
中
高
一
貫
の
Ｉ
Ｂ
ク
ラ
ス
を
設

け
て
い
る
。
同
学
園
Ｉ
Ｂ
シ
ニ
ア
ス

タ
ッ
フ
髙
島
健
造
氏
は
、
Ｉ
Ｂ
導
入

の
き
っ
か
け
を
、「
Ｉ
Ｂ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
、
伝
統
的
に
国
際
教
育
に
力
を

入
れ
て
き
た
本
学
園
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
の
間
に
多
く
の
共
通
点
を
見
出
し

た
た
め
」
と
説
明
す
る
。

　

同
学
園
が
Ｉ
Ｂ
教
育
で
特
に
注
目

し
た
点
は
次
の
３
つ
だ
。

①
学
習
過
程
を
大
切
す
る
：
学
習
と

い
う
成
果
を
結
果
だ
け
で
判
断
せ
ず
、

勉
強
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

に
重
点
を
置
く
。

②
学
習
者
が
中
心
：
教
員
が
生
徒
に

知
識
を
与
え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
生
徒
が
持
っ
た
疑
問
を
解

決
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法

が
あ
る
の
か
を
導
く
の
が
教
員
の
仕

事
に
な
る
。

③
世
界
に
通
用
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
：
こ
れ
か
ら
の
若
者
が
海
外
と
の

関
係
が
深
く
な
る
こ
と
を
考
え
た
と

き
、
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ
け
で

な
く
、
国
際
規
模
で
測
れ
る
教
育
で

あ
る
こ
と
は
重
要
に
な
る
。

　

以
上
の
３
点
か
ら
は
Ｉ
Ｂ
の
特
色

が
よ
く
つ
か
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

日
本
の
現
在
の
教
育
方
法
と
は
ま
る

で
違
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

教
員
確
保
は
大
き
な
課
題

　

Ｉ
Ｂ
認
定
校
に
な
る
ま
で
の
大
き

な
流
れ
は
図
表
２
の
通
り
だ
。
多
く

の
手
間
を
要
す
る
作
業
で
、
玉
川
学

園
の
場
合
、
認
定
校
と
な
る
ま
で
に

３
年
を
要
し
た
と
い
う
。

　

審
査
の
観
点
と
し
て
は
、
学
校
の

支
援
体
制
、教
員
の
体
制
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、
備
品
・
設
備
の
整
備
（
Ｉ
Ｔ

環
境
、
実
験
設
備
な
ど
）、
蔵
書
の

整
備
（
英
語
の
図
書
な
ど
）、
指
導

人
数
（
１
ク
ラ
ス
25
人
程
度
）
な
ど

が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
特
に
問
題
と
な
る
の
が
、

教
員
体
制
の
整
備
で
あ
る
。
玉
川
学

園
・ 

髙
島
氏
は
振
り
返
る
。

　
「
通
常
の
教
育
を
行
っ
て
き
た
一

条
校
の
教
員
に
Ｉ
Ｂ
の
教
育
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
新
た
に

教
員
を
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
両
方
を
同
時
に
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
」

　

外
国
人
教
員
は
、
ど
う
や
っ
て
確

文部科学省大臣官房国際課
国際協力企画室 室長補佐
佐々木邦彦 氏
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価
す
る
場
合
、
多
く
は
Ａ
Ｏ
型
や
帰

国
子
女
入
試
枠
な
ど
に
限
ら
れ
る
。

　

Ｉ
Ｂ
入
試
と
銘
打
っ
て
い
る
学

部
・
学
科
が
あ
る
の
は
、岡
山
大
（
全

学
部
）、
玉
川
大
、
関
西
学
院
大
で
、

２
０
１
４
年
度
入
試
か
ら
は
横
浜
市

立
大
も
活
用
す
る
予
定
だ
。

　

そ
の
他
、
大
阪
大
、
名
古
屋
大
、

国
際
教
養
大
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智

大
、
早
稲
田
大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太

経
常
費
と
し
て
支
出
さ
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
運
営
費
に
加
え
、
年
間
認
定
校

加
盟
費
や
備
品
・
設
備
の
整
備
費
用
、

人
件
費
は
も
ち
ろ
ん
、
認
定
訪
問
時

の
Ｉ
Ｂ
Ｏ
の
来
日
費
用
や
教
員
の
ワ 

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
の
た
め
の
海
外

出
張
費
な
ど
も
か
か
る
。

　
「
経
済
的
な
負
担
は
大
き
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
取
り
戻
せ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
」（
玉
川
学
園
・
髙
島
氏
）

大
学
の
入
口
の
問
題

　

Ｉ
Ｂ
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。

　

玉
川
学
園
の
Ｉ
Ｂ
ク
ラ
ス
は
、

２
０
１
３
年
３
月
に
一
期
生
７
名
が

卒
業
し
た
。
７
名
の
う
ち
６
名
が
Ｉ

Ｂ
資
格
を
取
得
。
取
得
で
き
な
か
っ

た
１
名
も
含
め
て
７
名
と
も
大
学
へ

進
学
し
て
い
る
。
７
名
の
う
ち
３
名

は
海
外
の
大
学
（
カ
ナ
ダ
２
名
、
イ

ギ
リ
ス
１
名
）、
４
名
は
国
内
の
大

学
に
進
学
し
て
い
る
。

　

全
世
界
の
大
学
で
評
価
さ
れ
て
い

る
Ｉ
Ｂ
で
は
あ
る
が
、
入
学
審
査
上
、

Ｉ
Ｂ
ス
コ
ア
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

か
わ
れ
る
か
は
留
意
を
要
す
る
。
玉

川
学
園
・
中
谷
氏
は
説
明
す
る
。

　
「
入
学
審
査
時
、
ま
た
入
学
後
の

Ｉ
Ｂ
ス
コ
ア
の
取
り
扱
い
に
は
、
国

や
地
域
、
大
学
に
よ
っ
て
差
異
が
あ

り
ま
す
。
審
査
基
準
や
入
学
後
の
単

位
認
定
、
奨
学
金
支
給
条
件
等
に
、

Ｉ
Ｂ
の
ス
コ
ア
を
明
示
し
て
い
る
大

学
や
、
あ
る
い
は
他
の
出
願
書
類
と

の
総
合
評
価
で
審
査
す
る
大
学
等
、

取
り
扱
い
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
点
も
出
願
時
に
は
よ
く
調
べ
て

お
く
必
要
は
あ
る
で
し
ょ
う｣

　

深
刻
な
の
は
海
外
よ
り
も
国
内
の

進
路
だ
。

　

日
本
の
大
学
で
Ｉ
Ｂ
資
格
者
を
評

図表２　国際バカロレア認定のステップ

玉川学園
IB シニアスタッフ

髙島健造 氏

１　検討時期
IB の認定の取得に関心のある学校は、IB の地域事務所（日
本の場合、アジア・太平洋事務局）に登録様式（School 
information form）を提出する。一般的には、その後、
IB の出版物のパックを購入して、国際バカロレアの理念
を理解し、カリキュラム、学習内容を検討し、学習内容教
員のワークショップにも参加するなど、IB プログラムの
実現可能性について検討を行い、最終的に IB の認定校に
申請するかを判断する。
 ↓
２　候補校の申請

候補校の申請書に記入し、地域事務所に提出し、IB の申
請費を送金する。その後、IBO による候補校としての審
査が行われる。
 ↓
３　候補校時期

申請書を提出した学校には、認定準備の行われる間、担当
のコンサルタントが決定される。担当コンサルタントは 2
日間の学校訪問を実施し、学校は助言を受けることができ
る。
 ↓
４　認定校申請

 ↓
５　認定校時期

 ↓
６　認定校

文部科学省 HP より
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平
洋
大
な
ど
に
は
、
Ｉ
Ｂ
資
格
者
を

積
極
的
に
評
価
す
る
学
部
・
学
科
が

あ
る
。

　

玉
川
学
園
・
中
谷
氏
は
話
す
。

　
「
文
科
省
は
、
Ｉ
Ｂ
資
格
を
有
す

る
者
を
大
学
入
学
資
格
と
し
て
認
め

て
い
ま
す
が
、
肝
心
の
日
本
の
大
学

の
入
口
は
狭
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
実
施
校
を
２
０
０
校
に
増
や
す

の
は
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｉ
Ｂ
教

育
を
受
け
た
生
徒
は
、
経
済
的
事
情

な
ど
も
あ
っ
て
、
全
員
が
海
外
志
向

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受

け
入
れ
大
学
の
準
備
が
で
き
て
い
る

か
と
い
う
の
が
次
の
問
題
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｂ
実
施
校
は
そ
の
あ

た
り
を
深
刻
に
と
ら
え
て
い
ま
す
」

　

文
科
省
・
佐
々
木
氏
も
国
内
進
路

の
狭
さ
は
認
識
し
て
い
る
。「
各
大

学
と
お
話
す
る
機
会
に
は
、
Ｉ
Ｂ
の

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、
入

試
で
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
大
学
の
教

育
だ
。
玉
川
学
園
・
髙
島
氏
は
話
す
。

　
「
私
た
ち
が
心
配
し
て
い
る
の
は
、

大
学
生
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
元
の
勉

強
方
法
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

資
料
を
作
り
、
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
、

質
疑
応
答
を
す
る
と
い
う
Ｉ
Ｂ
ス
タ

イ
ル
で
学
ん
で
き
た
生
徒
た
ち
が
、

大
学
入
学
後
、
ま
た
講
義
形
式
の
授

業
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
残

念
で
す
。
大
学
も
教
育
内
容
を
改
革

で
き
る
と
、
生
徒
た
ち
が
社
会
へ
出

て
い
く
上
で
よ
り
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」

　

高
校
か
ら
高
校
へ
の
ヨ
コ
の
波
及

効
果
だ
け
で
な
く
、
高
校
か
ら
大
学

へ
の
タ
テ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３
分
の
２
が
日
本
語
で
可
能
に

　

Ｉ
Ｂ
教
育
で
今
後
注
目
さ
れ
る
日

本
語
Ｄ
Ｐ
で
は
、
英
語
の
割
合
は
ど

う
な
る
の
か
？

　

Ｄ
Ｐ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
科
目
の

選
択
方
法
は
図
表
３
の
通
り
。
こ
の

う
ち
下
線
で
示
し
た
科
目
が
日
本
語

Ｄ
Ｐ
実
施
対
象
科
目
等
に
な
る
。
日

本
語
の
科
目
を
最
大
限
選
択
し
た
と

す
る
と
、
３
分
の
２
を
日
本
語
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
英
語
で
行
う
科

目
は
引
き
続
き
一
部
必
要
で
あ
る
が
、

日
本
語
Ｄ
Ｐ
の
導
入
に
よ
り
言
語
の

ハ
ー
ド
ル
は
一
気
に
低
く
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
日
本
語
Ｄ
Ｐ
で
取
得
し
た

Ｉ
Ｂ
デ
ィ
プ
ロ
マ
も
、
世
界
中
の
他

の
言
語
の
Ｉ
Ｂ
デ
ィ
プ
ロ
マ
と
全
く

図表３　DPのカリキュラム

・ＤＰのカリキュラムは、下記の６つのグループで構成。ディ
プロマ資格を取得するためには、上級レベル又は標準レベルと
して、グループ１からグループ 5 までの科目を各々 1 つずつ
選択し、さらにグループ 6 から芸術又はグループ１からグルー
プ 5 の中からもう 1 科目選んで合計 6 科目を 2 年間履修する。
・DP は、授業、試験ともに英語、フランス語、スペイン語の
いずれかで行われるのが基本である（一部では、試験的に中国
語とドイツ語でも行われている）。
・下線は日本語ＤＰの実施対象科目。

さらに、ディプロマ取得のためには以下の 3 つの要件を満た
す必要がある。

（１）Extended Essay（EE：課題論文）
　生徒が学んでいる科目に関連した研究課題を決めて、自分で
調査・研究を行い、学術論文にまとめる。

（２）Theory of Knowledge（TOK：知識の理論）
　学際的な観点から個々の学問分野の知識体系を吟味して、理
性的な考え方と客観的精神を養う。さらに、言語・文化・伝統
の多様性を認識し国際理解を深めて、偏見や偏狭な考え方をた
だし、論理的思考力を育成する。

（３）Creativity/Action/Service（CAS：創造性・活動・奉仕）
　教室を出て広い社会で経験を積み、いろいろな人と共同作業
することにより協調性、思いやり、実践の大切さを学ぶ。

グループ名 科　目　例

1 言語と文学 言語 A：文学、言語 A：言語と文化、
文学と演劇

2 言語習得 言語 B、初級語学

3 個人と社会
ビジネス、経済、地理、歴史、情報テ
クノロジーとグローバル社会、哲学、
心理学等

4 実験科学 生物、化学、デザインテクノロジー、
物理、環境システム

5  数学とコンピュ 
ーター科学

数学スタディーズ、数学 SL、数学
HL、コンピューター科学

6 芸術 音楽、美術、ダンス、フィルム、演劇
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ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
に
Ｉ

Ｂ
認
定
校
等
が
申
請
す
る
可
能
性
も

あ
り
得
る
。

　

公
立
校
で
の
導
入
が
ど
こ
ま
で
進

む
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
す
で

に
い
く
つ
か
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

　

東
京
都
は
、
東
京
都
立
国
際
高
等

学
校
で
２
０
１
４
年
度
か
ら
英
語
に

よ
る
授
業
を
開
始
し
、
Ｉ
Ｂ
認
定
校

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
札
幌
市
は
、

２
０
１
５
年
開
校
予
定
の
中
高
一
貫

の
市
立
札
幌
開
成
中
等
教
育
学
校
で

Ｉ
Ｂ
認
定
校
を
目
指
す
と
し
て
、
実

現
す
れ
ば
公
立
の
中
高
一
貫
校
で
は

全
国
初
と
な
る
。
ま
た
佐
賀
県
教
育

委
員
会
は
、
県
立
高
校
で
Ｉ
Ｂ
導
入

に
向
け
て
検
討
を
は
じ
め
た
。

　

公
立
校
で
Ｉ
Ｂ
を
成
功
さ
せ
る
に

は
、「
そ
の
自
治
体
で
進
め
よ
う
と

す
る
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

の
方
向
性
と
Ｉ
Ｂ
の
教
育
像
が
一
致

し
、
Ｉ
Ｂ
の
導
入
が
そ
の
大
き
な
推

進
力
と
な
る
と
い
う
理
解
が
進
む
こ

と
が
大
前
提
に
な
る
」
と
、文
科
省
・

佐
々
木
氏
は
見
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
で
日
本
の
教
育
は
変
わ
る
の

か
？　

関
係
者
の
本
気
度
が
問
わ
れ

て
く
る
。

 

（
取
材
・
文
／
沢
辺
有
司
）

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
戦
後
教
育
が
そ
う
で
し
た
が
、

形
だ
け
借
り
て
き
て
や
る
と
な
る
と

失
敗
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
基
本
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
分

を
し
っ
か
り
確
認
し
て
行
わ
な
い
と

難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

言
語
が
変
わ
っ
て
も
、
Ｉ
Ｂ
教
育

の
本
質
の
部
分
は
変
わ
ら
な
い
。
Ｉ

Ｂ
の
理
念
を
理
解
し
、
教
室
で
実
現

で
き
る
か
、
日
本
人
教
員
の
力
が
問

わ
れ
る
。

　

玉
川
学
園
・
中
谷
氏
も
指
摘
す
る
。

　
「
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
点
数
が
伸

び
れ
ば
具
体
的
な
成
果
が
わ
か
り
ま

す
が
、
Ｉ
Ｂ
は
点
数
を
求
め
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
目
に
見
え
る
具
体

的
な
成
果
が
得
ら
れ
ず
、“
つ
か
み

に
く
い
”
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
実
利
性
や
即
効
性
で
考

え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
生
徒
の

成
長
は
そ
う
し
た
基
準
で
は
捉
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ
と
は
、
Ｉ
Ｂ

デ
ィ
プ
ロ
マ
を
取
得
し
て
、
高
校
を

卒
業
し
て
も
、
完
成
形
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。あ
く
ま
で
、グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
基
盤
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
こ
を
ど
う
理
解
す
る

か
、
教
員
に
は
問
わ
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
」

公
立
校
で
導
入
の
動
き

　

２
０
１
３
年
５
月
の
教
育
再
生
実

行
会
議
第
三
次
提
言
で
、
日
本
語
Ｄ

Ｐ
の
開
発
・
導
入
を
進
め
、
認
定
校

を
２
０
０
校
に
増
や
す
こ
と
が
提
言

さ
れ
た
。
同
月
に
東
京
学
芸
大
学
を

中
心
に
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
に
関
心

を
有
す
る
高
校
等
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
、
日
本
語
Ｄ
Ｐ
を
活
用
し
た
Ｉ

Ｂ
の
導
入
に
向
け
た
連
携
・
情
報
共

有
等
の
た
め
の
「D

ual Language 
D

iplom
a

連
絡
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
た
。

　

同
年
秋
に
は
早
く
も
一
条
校
が
５

校
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
１
校
が
新
た
に
Ｉ
Ｂ
Ｏ
に
候
補
校

申
請
を
し
た
。
文
科
省
・
佐
々
木
氏

は
「
教
育
界
の
み
な
ら
ず
、
経
済
界

等
に
お
い
て
も
潜
在
的
に
相
当
関
心

は
高
い
」
と
見
て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
Ｉ
Ｂ
実
施
校
へ
の
直

接
の
助
成
措
置
は
な
い
が
、「
日
本

語
Ｄ
Ｐ
は
一
律
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
間
接
的

な
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
」（
文
科
省
・

佐
々
木
氏
）。
ま
た
、
来
年
度
概
算

要
求
中
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

同
等
に
評
価
さ
れ
る
。

　

日
本
語
Ｄ
Ｐ
は
生
徒
の
語
学
面
で

の
負
担
を
軽
減
す
る
だ
け
で
な
く
、

学
校
に
と
っ
て
も
コ
ス
ト
面
で
負
担

減
と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
外
国
人
教
員
を
配
置
す

る
割
合
は
減
り
、
各
学
校
に
い
る
日

本
人
の
教
員
が
、
Ｉ
Ｂ
ス
タ
イ
ル
の

指
導
法
を
学
び
、
教
授
す
る
こ
と
で

対
応
可
能
に
な
る
の
だ
。
Ｉ
Ｂ
の
教

員
資
格
を
取
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ 

ッ
プ
は
、
基
本
的
に
海
外
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
今
後
、
日
本
語
Ｄ
Ｐ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
国
内
で
も
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
た
め
の
海
外
出
張
費
を

組
む
必
要
も
な
く
な
る
。

　
「
今
に
比
べ
れ
ば
、
日
本
の
一
条

校
で
対
応
し
や
す
く
な
る
」
と
、
文

科
省
・
佐
々
木
氏
は
説
明
す
る
。

　

し
か
し
、
課
題
も
あ
る
。
玉
川
学

園
・
髙
島
氏
は
話
す
。

　
「
Ｉ
Ｂ
の
教
室
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
教
員
が
あ
ま
り
指
導
権
を
握
り

す
ぎ
て
も
い
け
な
い
し
、
全
然
指
導

し
な
い
の
も
い
け
な
い
。
今
ま
で
の

日
本
の
や
り
方
で
は
で
き
な
い
部
分

で
あ
る
の
で
、
一
つ
の
大
き
な
課
題
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「資格」や
「進路」で探す

学研が薦める
「特集」で探す

受験・勉強の
悩みを解決する
受験・勉強の
悩みを解決する

ノートの
取り方を学ぶ

受験に役立つ
「カラダ」のケア

大学生と高校生を結ぶサイト

進路・進学に迷ったら「ガクセイト」で検索。全国の大学情報から偏差値、資格、なりたい職業を選
んで、君にピッタリの学校を探すことができます。受験生の悩み、勉強のヒント、大学生活の実態な
ど、進学に役立つ情報も紹介されています。進路・進学のヒントを「ガクセイト」で見つけよう！

学研進学サイト
スマホに
最適化
してます！

で検索！ガクセイト

進学する
大学を
見つける

受験に
役立つ
情報を読む

学生＋生徒＝ガクセイト

学ぶ探す
選ぶ

河合塾の
「偏差値」で探す
河合塾の
「偏差値」で探す

http://gakuseito.jp


